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◇
循
環
器
疾
患
の
理
解
の
た
め
に 

 

●
心
臓
の
刺
激
伝
導
系 

前
回
お
話
し
し
た
通
り
、
心
臓
の
仕

事
は「
血
液
を
全
身
に
循
環
さ
せ
る
ポ

ン
プ
」
で
す
。
心
臓
で
実
質
の
ポ
ン
プ
機

能
を
有
し
て
い
る
の
は
心
室
で
、
心
室
筋

が
収
縮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
室
内
の

容
積
を
小
さ
く
し
て
、
血
液
を
肺
と
全

身
に
送
り
出
し
て
い
ま
す
。
心
房
は
心

室
の
補
助
ポ
ン
プ
の
働
き
を
し
て
い
て
、

心
室
が
拡
張
し
て
い
る
間
に
全
身
・
肺

か
ら
受
け
取
っ
た
血
液
を
心
室
に
送
り

込
ん
で
い
ま
す
。
ポ
ン
プ
と
し
て
心
臓
が

収
縮
す
る
と
き
に
働
く
心
筋
を
、「
作

業
心
筋
（
さ
ぎ
ょ
う
し
ん
き
ん
）
」
ま
た

は「
固
有
心
筋
（
こ
ゆ
う
し
ん
き
ん
）
」
と

い
い
ま
す
。
こ
れ
に
対
し
て
、
効
率
よ
い

ポ
ン
プ
機
能
を
達
成
す
る
た
め
に
、
心

臓
の
収
縮
を
管
理
・
調
整
す
る
た
め
の

心
筋
を「
特
殊
心
筋
（と
く
し
ゅ
し
ん 

歯
科
医
師 

 

東
海
林 

 

克 
 

日
本
の
平
成
10
年
の
脳
卒
中
お
よ
び
心
疾
患
死
亡
数
は
、
そ
れ
ぞ
れ
年
間
１
３
万
７
８
１
９

人
、
１
４
万
３
１
２
０
人
で
、
こ
の
二
大
循
環
器
疾
患
だ
け
で
も
総
死
亡
の
30
％
を
占
め
て
い
ま

す
。 

現
在
の
と
こ
ろ
、
脳
卒
中
、
虚
血
性
心
疾
患
の
年
齢
調
整
罹
患
率
（３
０
－
６
９
歳
）
は
で
は

下
降
傾
向
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
未
だ
我
が
国
の
脳
卒
中
死
亡
率
は
米
国
の
約
２
倍
で
、
さ
ら

に
、
脳
卒
中
が
原
因
で
日
常
生
活
に
不
自
由
を
来
す
人
は
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
前
回

に
続
い
て
心
臓
の
構
造
と
機
能
に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

●
刺
激
伝
導
系
を
構
成
す
る
構

造  

１
．
洞
（房
）結
節 

 

Sinoatrial node 
 

 

心
臓
の
右
心
房
付
近
に
あ
る
ペ
ー

ス
メ
ー
カ
ー
の
役
目
を
す
る
部
分
で

す
。
発
見
者
の
名
前
か
ら
「
キ
ー
ス
・

フ

ラ

ッ
ク

結

節

（K
eith

-F
lack 

node

）
」
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
70
回
／

分
の
リ
ズ
ム
を
作
る
刺
激
伝
導
系
の

初
端
で
、
生
理
的
な
心
臓
の
収
縮
を

指
令
す
る
も
と
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
刺
激
は
、
洞
房
結
節
と
房
室
結
節 

歯
科
治
療
② 

 

の
筋
性
連
絡
路
で
あ
る「
結
節
間
伝
導

路
（
け
っ
せ
つ
か
ん
で
ん
ど
う
ろ
）
」
を
伝

播
し
て
房
室
結
節
へ
と
伝
わ
り
ま
す
。
結

節
間
伝
導
路
は
、
前･

中
・後
の
３
路
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
間
、
電
気
刺
激
の
伝
播
に

よ
っ
て
、
心
室
が
収
縮
し
ま
す
（
左
図
参

照
）。 

 

２
．
房
室
結
節 

 

A
trioventricular node 

 

日
本
人
医
師
で
あ
る
田
原
淳
が
、
ド

イ
ツ
に
留
学
時
に
マ
ー
ル
ブ
ル
ク
大
学
の

病
理
学
教
室
ル
ー
ド
ヴ
ィ
ッ
ヒ
・
ア
シ
ョ
フ

の
研
究
室
で
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、
田
原 

き
ん
）
」
、
ま
た
は「
刺
激
伝
導
系
（
し
げ

き
で
ん
ど
う
け
い
）
」と
い
い
ま
す
。 

  

循
環
器
疾
患 

 

 

洞結節 

右房・左房 

房室結節 

His 束 

右脚・左脚 

 

Purkinje 繊維 

右室・左室 

収縮 

収縮 
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1m/sec 
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secse 

刺激伝導路と伝導速度 

 

https://www.kango-roo.com/word/21217
https://www.kango-roo.com/word/10686
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%B0%E5%8E%9F%E6%B7%B3
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%83%92%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%95&action=edit&redlink=1
https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title=%E3%83%AB%E3%83%BC%E3%83%89%E3%83%B4%E3%82%A3%E3%83%83%E3%83%92%E3%83%BB%E3%82%A2%E3%82%B7%E3%83%A7%E3%83%95&action=edit&redlink=1


 

中通歯科通信 NEO 
 

結
節
、
田
原-

ア
シ
ョ
フ
結
節
、
あ
る
い
は
ア

シ
ョ
フ-

田
原
結
節
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。
房

室
結
節
の
細
胞
の
大
き
さ
は
洞
房
結
節
に

近
く
、
刺
激
の
伝
導
が
こ
こ
で
極
端
に
遅
く

な
り
、0.0

5

－0
.1m

/

秒
と
な
り
ま
す
。
そ

の
た
め
、
心
室
の
興
奮
は
心
房
の
興
奮
よ
り

も

0
.1

2

－0
.1

8

秒
遅
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
房
の
収
縮
に
よ

っ
て
心
房
内
の
血
液
が
十
分
に
心
室
に
送

り
込
ま
れ
た
状
態
に
な
っ
て
、
次
に
起
こ
る

心
室
の
収
縮
で
肺
動
脈
・
大
動
脈
に
駆
出

さ
れ
る
と
い
う
、
合
理
的
で
有
効
な
収
縮
パ

タ
ー
ン
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

３
．His

（
ヒ
ス
）
束 

 

B
u
n
d
le o

f H
is 

 1
8
9
3

年
に
ス
イ
ス
の
心
臓
専
門
医
で
あ 

 

り
解
剖
学
者
で
あ
る「
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ヒ
ス

J
r 

（W
ilh

elm
 H

is Jr

）」に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
房
室
結
節
を
で
た
電
気
的
興
奮
は
、
ヒ
ス

束
へ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。
ヒ
ス
束
を
出
た
電
気

的
興
奮
は
、
心
室
中
隔
を
下
が
っ
て
右
心
室
に

向
か
う
右
脚
と
左
心
室
に
向
か
う
左
脚
の
２

本
に
枝
分
れ
し
ま
す
。
そ
し
て
、
脚
か
ら
の
電

気
的
興
奮
は
プ
ル
キ
ン
エ
線
維
に
伝
わ
り
ま

す
。
心
房
と
心
室
は
電
気
刺
激
の
伝
導
上
結

合
組
織
に
よ
っ
て
絶
縁
さ
れ
て
い
ま
す
。
ヒ
ス

束
は
、
心
房
側
か
ら
心
室
側
へ
と
刺
激
が
伝
わ

る
唯
一
の
経
路
で
、
こ
の
伝
導
速
度
は
１
～ 

２ m

／
秒
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

４
．
プ
ル
キ
ン
エ
繊
維 

P
u
rkin

je fib
ers 

 

1
83

3

年
に
チ
ェ
コ
の
解
剖
学
者
で
あ
る 

「
ヤ
ン
・
エ
ヴ
ァ
ン
ゲ
リ
ス
タ
・
プ
ル
キ
ニ
ェ

（Jan 
E
vangelista 

P
urkyně

）
に
よ
っ
て

発
見
さ
れ
ま
し
た
。
左
脚
と
右
脚
の
先

に
あ
っ
て
、
さ
ら
に
細
く
な
っ
て
分
岐
を

繰
り
返
す
部
分
で
、
そ
の
長
さ
は
数

100μ
m

、
直
径

10

ー100μ
m

の
著
し

く
長
く
、
太
い
繊
維
で
す
。
伝
導
速
度
は

２
～
４m

/

秒
と
非
常
に
早
く
、
こ
の
プ
ル

キ
ン
エ
繊
維
が
心
臓
全
体
の
心
室
内
膜

下
に
至
る
こ
と
で
、
心
室
心
筋
に
刺
激

を
伝
導
し
ま
す
。 

心
室
に
お
い
て
は
、

伝
導
速
度
が
他
の
心
筋
細
胞
に
比
べ
て

著
し
く
速
い
プ
ル
キ
ン
エ
繊
維
が
刺
激
を

伝
達
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
心
室
全
体
が

す
ば
や
く
、
協
調
し
た
収
縮
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
う
す
る
こ
と
で
初
め

て
有
効
な
駆
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
す
。  
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（6）
ア
ボ
ッ
ト
メ
デ
ィ
カ
ル
ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社 

患
者

様
・
一
般
の
方
へ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（7）
㈱
テ
ル
モ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

（8）
大
阪
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科 

麻
酔
集
中
治

療
医
学
講
座 

麻
酔
学 

病
院
教
授
の
つ
ぶ
や
き 

林 

行
雄 

２
０
１
０
年
10
月 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 刺激伝導系の発見は、すでに開発されていた心電図の波形が何を示すかについて明らか
にして、心臓の異常のある部位が分かるようになりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「心電計」がオランダのウィレム・アイントホーフェンによっ

て発明された 1903 年に、東大医学部を卒業後に臨床経験

を積んで父の診療所の医師をしていた田原淳 （たはら  

すなお）は、自費でドイツに渡りました。その後 、彼

は基礎研究の分野で医学の進歩に足跡を残 した

いという意思を持つようになり、翌年、マールブルグ

大学のルードヴィッヒ・アショフ教授 （Karl Albert Ludwig 

Aschoff：1866-1942）に手紙を書いて病理学教室に入

りました。最初の教授からの指示は、「心臓衰弱の

原因が心筋の炎症によるものかを確かめること」

で、120 例に及ぶ心臓の標本を作製して、間違いで

あることを報告しました。次のテーマとして「ヒス束の

役割を解明する」が与えられ、当時すでに「房室連

結束 」として心房と心室の間にある組織に関しては

知 られていたもののその機能に関 しては不明でし

た。標本づくりをしている過程で、「ヒス束 」の上部に

細かい信金繊維芽入り乱れて“コブ”のようになって

いる結節を発見しました。その後、ヒス束につながる

組織があるかどうかの確認は困難を極めました。そ

んな時、60 年前にプルキンエによって心室の内側

に線維状の組織の報告があったことに注目して、ヒ

ス束が心室で左右の脚に分かれて、プルキンエ線

維に接続しており心室に刺激を伝えていることを確

認しました。その研究結果は、1906 年、「哺乳動物

心臓の刺激伝導系、房室束と Purkinje 線維の解剖学

的・組織学的研究」としてまとめられて発表されました。この

報告によって、100 年以上、研究者の間で論争となっていた

イギリスの医師トーマス ・ウイリス （ Thomas Willis ：

1621-1675）に始まる心臓拍動の「神経原説：neurogenic 

theory 」 とスイスの医師アルブレヒト・フォン・ハラー

（ Albrecht von Haller ： 1708-1777 ）に始まる「筋原説：

myogenic hypothesis」の対立に筋原説の勝利という形で終

わらせました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

田原 淳（たはら すなお） 

（1873-1952） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
論文：、 「哺 乳 動 物 心 臓 の刺 激伝導系 」  

“ペースメーカーの父”田原 淳 

心電図の波形と刺激電動系 
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